











































その次に、“ ナイル川の詩人 ” と呼ばれた当時のエジプト人詩人のハーフィズ・イブラヒ
ムは、日本による日露戦争の勝利を褒め称える詩を作った。タイトルは “ 日本の乙女 ”、ア





















































たとえば、1946 年 5 月 26 日の日付けの “ ムサッマラート ” という雑誌に、日本の敗戦につ
いてあるルポルタージュが載っていた。ルポルタージュのタイトルは “ 日本はなぜ負けたか ”
というのであったが、日本海軍の野村大将とのインタービューがアラビアで紹介されてい
た。また同年 10 月 20 日に、同じ雑誌の文面に、占領下の日本社会の状況について記事が載っ
ていた。
1952 年 7 月にエジプトのナギーブ将軍が革命を起こし、ファルーク国王政権を倒した。
同じ年の 11 月にエジプトは日本と国交回復を果たし、同じ年の 12 月にカイロにおける日本


















年 3 月に起きた東日本大震災のときに、サウジアラビア政府が日本に 2 千万ドル相当の液化






の後、両国の国交が回復した。しかし、1990 年 8 月のイラク軍によるクウエート侵略の際、
日本は国連安保理決議 661 を通じてイラクを制裁し、事実上の国交断絶となった。2003 年 3
月 20 日、アメリカ軍を中心とした有志連合がイラクを侵攻した。同年 12 月に、自衛隊がイ













エジプト人女優の “ シャディヤ ” に出会い、そしてそこで冒険がはじまる。
－ 53 －
1972 年に、東京都知事小池百合子がエジプト留学をし、同年カイロ大学文学部社会学科



















































外大で教鞭をとりアラビア語を 1980 年代前半頃まで 20 年にわたって教え続けた。エジプト
に帰って一年も経たないうちにサムニー先生は日本の天皇勲章を受けた。こうしてサムニー
先生はアラブ世界と日本との懸け橋役をつとめ、1999 年に他界した。











2012 年には、エジプト出身の相撲力士 “ 大砂嵐 ” が初土壌を踏んだ。アフリカやイスラム












後で知り、大竜は文化の違いを理解したという。2013 年 5 月の場所では７戦全勝の幕下優
勝を果たし、7 月場所には十両に昇進することが発表された。大竜部屋では現親方となって






1998 年 10 月に、日本政府が協力を続けてきたスエズ運河友好の架橋が開通した。橋梁は
総延長９ＫＭで４車線を確保している。運河水面から桁下までの高さは、航行船舶を考慮し
て 70 メートルと世界最大級。架橋工事は日本側が 60 パーセント、エジプト側が 40 パーセ
ントを担当し、1998 年に着工していた。
1980 年代後半には、エジプトの国営テレビで放送された NHK の大河ドラマ “ おしん ” が
なぜかエジプト人の間で大人気を得たのである。放送時間になると、子供から大人まで家族
全員が集まり、テレビ画面の前で釘づけになっていた。その頃、女の子の子供に恵まれた家
族の一部はその子にオシンという名前をつけたりした。“ おしん ” がエジプトで放送された
1990 年代は正にエジプトでは日本ブームが巻き起こった。そのブームのかげで、日本語を
勉強しようとするエジプト人の数が増えてきた。“ おしん ” の放送をきっかけに、対日関心
が高まり、様々な日本紹介記事やニュースが取り上げられるようになった。“ おしん ” のか
げで、エジプト人に与えられた日本のイメージはまたになったため、戦前から出来上がって
いた日本への “ 片思い ” をいっそう強いものにしたと言える。




































た。そして彼の次の作品である “ コーランにおける神と人間 ” が長年にわたって、その分野
のユニークな参考文献として知られるようになった。









日本国内においては、敗戦直後の混乱が徐々に収まり、1952 年 4 月の独立と共に新しい














遠い存在の地域でしかなく、そこでの出来事が “ 他人事 ” だと思われてきた諸問題が一気に
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